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序

f成沢遺跡JI1大曲盆』也の西宮Zに位置する縄文時代ot期から古代にわたる遺静である.

"1-1:I'n46年度か ら実泊している 「秋聞~~.大I11西線地区随場繋備事業J の災地区域に所

在している 「成沢遺跡J の緊急調益が.昭和49年に大曲m数千r安貝会の予によって2陸地

された.この際.周辺の遺跡範囲確認の調貨も併せて行わtしその結果， :"Itl事らしい遺

婦のあるニとが知られた。

そのi重傷を解明するため.目白拘50年度にf*m県教育委員会が凋倉主体者となって発t園

鶏査を災泊したのである.この度の調奇で.登割高3~告が発見されたことは，近〈に国指

定史跡「払回樹跡J の所在することとあわせて，今後の大路盆地周辺の遺跡鮮明に大き

な資斜を後供するものと推然される.

本鰍色、i!l>が研究J庁をはじめ.遺跡に関心を持っておられる方却に/1:(治mきれること

を期待すると共に.調査にご凶カいただいた調査員各位.ならびに大曲市~ff委員会に

対し深廷の宮町:0;を表したい.

昭和51年3月

f*岡崎高級宵餐員会

~育長畠山芳郎
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例言

i 本報告書ffit~~聞が中心とな勺 て作成した.

2 測量図磁のうち.登F韓関係のものは.鍋倉潟究員の作成したものを使用した.術4凶と第5図

の平面聞は第3闘の原例から作成したものである.

3 写真I;U手掛J舗1盟主のものを使JIlした.

4 j監物については.今後機会をみて，持制に般討を加えてみたい.



1 遺跡の位置と現状

成沢遣隊11. 大曲市大幽西恨学成沢に所在する. 備予盆』也の西鎗と笹i'l丘陵の東~と市鳴する地

点.間鉄奥羽本線大曲釈の南西約 3公・の地点にあた弓ている.大樹駅の何万に11.標高 3875m

の太平111(tIl:神山)が際立つてi時〈比えるが.本遺跡U.. この吐lから南JI(に仰びてくる台地め収機

苦sに位置している.遺跡の商11Mには大きな沢が.北側には小さなj穴が発途していて.合J血JI!繍ffill;l;

切り継されているかのような感じを受ける.今凶認をした成沢遺跡11. ニの台地の両立薗部に怜まれ

ている.I~U!i1i 47m前後で.遺跡の東側約1.7bのとこみをJt物川が北æL. 北東約 2.4回の地点

で西流して〈る九子川と合流している.

治跡のある台地11. 現在.畑l地とじ林として利J唱されているが， もともとは林であ勺たものをI~]

A した場所て・ある.B自制お年明から|朔岐に漕手しだとの喰でゐるが.その時には多量tの遺物が:H土

Lたらし<.税在も畑地となっている'"分には，~止の遺客動e償乱しておリ .aat警のある回t;;ヘラ切

。の須恵u.手も録集きttている.台地の上高Eでは包含婚が部いため.務作による鍵乱を強〈受けて

いるが.斜面になっている部分ではそれほどでもない.

本遺跡のある台地の西側の択は，昭和4s年に岡地税備がなされてお~.その際に多最の縄文時代

後刻11.ぴ晩期的遭物が出土した.翌昭和49年には大1111市般有委員会によ って路樹翻査が行われ.縄

文時代後餅の住居跡ニ府.土嶋二基が検出されている {絵 1l.健って.成沢遺跡1;1.台地の丙翁飽

から仰にかけての広崎間を占めてお 1).ぶ神~G 4r時代に広〈わたっている.今回調査した

地点は，その内の一部分であり.漬物も昭和49年度調合:と11異なっている.沢鰍と台地部とは分け

て.別々のjfJ勝としたほうが良いかも知れない。

本遺跡の綱方約 0.51<朋に11弥注式時代的遺物を出土する宇治台遺跡 {註2). ]J]じ〈南方約 4.2kll

には九十九沢烈勝 {主主3)が所在してお;'1.横手盆地向2宮縁辺の丘E聖書事には多〈 の遺E事が発見され

ている.X.，本遺跡的東北東約 8依置のところには簡の指定史跡である拡m観跡{註4)(設5).南

東約 7.5kmには機轡のめるま百¥tIlI告を大量に出土した軍事木遺跡等が盆地のi中術J也に存tfしている (l.!:

6 l. 

設 l 昭和49年度「成沢遺跡事E制調査略報J 大曲市歓背委員会

経 2 l1UI F者 r秋田県大f働市宇治ノ台遺跡的弥生式上器についてs 文化33-3 1970 

設3 武蔵鉄l!t r歓闘県111I~1!1!九卜九沢潔勝』 日本~古学年報2 1949 

itI: 4 1-.間三平 「指定史蹟柳町棚F止J f~1北村史峡保存会 19681斗版

住5 払凶側勝E増益事務所年報1974 r払凶初勝J 秋凶県教育祭員会払倒棚跡調盛事務所 1975 

tt6 奈良修介.箆島昂 r干'.I:W県の考古学J ，'j JII弘文節 1967 
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秋凶県遺跡地名表{H硲3年)による大助周辺地区遺跡分布一覧表

遺跡・3昨号 i世 勝 4同 所 :rr: i置 物

5 皇 、 問 樹 跡 仙北部{山花町，千畑村 機木. お1~ïM. . 土側. 平þi

186 凶十 二 航跡 大曲市議木 須恵.土附

187 九十九次烈跡 大剛市内小友字下回谷J也103 須ie.

188 l' 沢 大曲市内小友宇中沢165 石銚，縫製石斧

H的 とド ~W; 4回a 大州市大副首相4字下仁応~ 弥生式土器片

191 -1'" 成 沢 大働市大曲西線字下成沢97-1∞ 縄文(中~晩)土鉱石総

192 成 沢 大曲市大助額銀:1:成沢 耳liM.昔ih

193 土 t量 館 大駒市大曲字ニ仁屋鯨38 大?巴石棒

11996 4 
銘 グ〉 下 大仰市大仰守古川56 土i向

大 IUI 域 大I闘市大曲字土箆城

197 上 野 大州市商l関上郷字上野80-90 土師玉置.大刀

598 i曲 ，会3‘、 鑓 (Jh~ヒ郡神岡町神符去年字八石上高野37 土器.石斧

599 11( 高 野 {山北郡神悶町神宮寺宇高野51 5員葱~~片

6∞ 笹 合 {山北部神岡町神宮寺字笹倉10 縄文中期土器片

601 1!r 倉 lio~tms神飼町神宮寺学笹合10

626 石 名 自官 仙北部六郷町六郷字石名館59-61 縄士文総晩，.'，期.木{土質製品品石布骨量製}品

627 i主 3提 寺 1I11北部六郷町六郷守:安楽寺224-267 石銚， -ti IJ、刀，，fi匙

一628 古館経塚 f山北書百六郷町六郷字合鉛 松枝文S壷

つ田五 七ツ鰯跡 Ilh~tll!l中仙町治水宇中野内 3買?E器

635 極母島野 C i山北部中仙町長野字極楽野2匁 縄文中郷土紙石~~

636 僅楽野 M 仙北官I1中仙町長野字紙楽野85 土器片.石小刀.石燃

ω7 極集野 H 仙北朝S'l'ldJ町長野'r6面楽野273 石小刀.石斧.石鍬

644 新 処 Idl北部中仙町I清水す:新処 石小7)

645 主主 野 1I11北郎中仙町清水字下県1ニ高野 須Ht昔量

849 百量 木 大曲市E基本二本柳字谷地

2 発掘調査

(1)調 査の目的

成沢遺跡は， I昭和46年度から災地さ ttている rO(Al県営大川西熊地区間場軍基{曲事業J区紋内に所

在しておリ，日目狗49年の発錦繍査 (設1)においても重要な遺跡である$が締認されている.:x.， 

遺跡的範捌も広(.遺物もお時代にわた勺て出土している何で，本遺跡的性絡解明と記録保存のた

-3-
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めに完備調-tfを行う事となった.

(2) 関査の組織

澗帯電宇:14:・・・・・・・・・"*隠県教育奈良会

Z時住JUIIIU'・・ ・11自制50年8月5日-8月11日 (7111111) 

宮崎住地点・・ ・・・・秋朗燥大l也市大出回以字成沢上成!f{91l1'2号

宙開 1t~………鍋倉勝夫(秋田県文化財専門唱~~.敬愛学幽高等学校教諭)

杉湖 容 (日本考古学備会良.県立大幽高等γ校教鎗)

B耳食網助H・H ・..j福原~敏(東北大学三年 ).潟l.1l止人 {芝調工業大学一年}.策弁習を立 (北海辺大学

勾'l')._富沢 d(fX聞大学一年).大臨海軍学袋地J'(淘雀商事員(08……戸沢鋪$.三年……小t恥与ど

.> .一二年・・・…大釜裕子，大野千Il!.加覇軍司1lJ.JtI谷恭一f，後藤紙子.小林貞子.佐々 木ますみ.向

儲忠太郎.高健貧民.細井-:lf:.~元英知子， tUH15E-. 一年…-・伊藤典子. liiiAチ.I主..Ii.t.

+.背~J't紀子，鈴木ひろ子，高織厚子. ta4>:民主Eチ，野村朋昭，平瀬英子，丸山光子.積以智子)

測礎協力者...・ a・大山高等学校生徒 (1福井勉，政よiE~島. 伊藤崎康.弁よ恵暫'7'， ~唱儲t下チ.~林

麻賃下，mUI救チJ.深谷能良子

測1'1:司事務初当・…秋鴎操教育庁文化諌 主任学~主司王 門間l光夫

重大岡県教育庁文化課庶務主任 佐々木大先

大副市生援教育錐進センタ- '*授繍佐 高図俊!t

向 主 事高野昭次

(3) グリ ッドの政A:(第2闘)

予定した測費地点I!.連続していないためと.台地全体の性伶把銀という点からグリγ ドil;を保

則する械にした.台地の中央にあるサイロの北両角を法点とし.ζれを通る南北線と東西線を決め

20m x20mの大グリッドを設定.畑地の*錦部をA列として順次商へH列まで.台地内in側の沢に

娘する場所を H'Jとして順次南へ7列まで設定した.lI!に.大グリ ッドを l∞個の小グリ yド(2m

x 2 m)に区画L...東から西へ小文字のアル71'ベッ トa-jを.向から北へ数字 1-10を符して

いる.グリ 'Yドの呼祢は.4 A 4 bのように散す・アルファベット.大グリ ッド小グリ ッドの順にfol!

111する$にした.

宮町貸』也点は. 4 A大グリッ ド. 4 D大グリ ッド.4 E大グリッ 1'. 3 E大グリッドである.実際

に発御調査を行ったのは，お小グリ ッド.約 220耐である..{玉器類を多数表画面録集する事内で~る

白地商聞編飾的斜面も鍔査したかったのであるが.日敏的関係から手をつける事ができなか4 た.

- 4-
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(4)調査自主主

8月5日{火) 嶋崎.tt6

午前九時.大川西般公民館に集会.十時グリッドのG::.i!開始"午後から発帰調売を開始する.地

点1.1:4A大グリッド. 斜曲.にな勺ている地点から l ザ~U障が出土した.深間氏.悌岡氏.大川!ti且

敏ff桃巡センター所長来跡.

8月6日 (水) 雨ー時&夜・雨

午前中はfJiのため調査中止.午後からテントグ〉級官主と 4E大グリッドの役定.

8月7日 {木} 鴫のち曇.一時にわか燭

.倉調査員本日よ q参加.昨夜の雨のため.衡しい小グ I}?ドを罰/i:. 4 A大グI}.~ドの東方H

林側に 2 -l}登黛出土. 宇多休の地主である能味氏来飾. 杉のヨ~*のうちー商事を移隠してよいとの~.

本日よ 1)4 E大グリッドにも調査を舷張L.4 A大グリッドu鎌倉調査員.4 E大グリ y ドIH~ilI

a間伐rtのm当とする事にした.

8月8日 (企) ・一時にわか雨

2号!t燃の側査開始. 4 E大グリッドには配布lI't繍らしいものが出土して3E大グリ ッドに鉱娘

する本にした.地主の泳絡を得たとの連絡あり .x幽市民IJ役.大駒市文化財保議委員一同来跡.

8月9日 (土) 嶋一時曇

3号まE腐を I~ナ主主織の西側に検出し.2曙去に入る. 3 E人ーグリッドに調査拡張.十品大tlb(.51立政論.

総本・(，j山・胤玉氏ら払悶磁調査事務所員来勝.

8月10日 {日} 鴫

調:11:1:凶画作成の段階に入ったが，現婚に到漉して3号盗事事の訴が盗舞にあっているのを発見.

3E大グリッドには土舗の住居跡の竪らしいも肉を検出したが.地主が現場へ来て条件が違うとの

事で調査を中断.会員で拡綾部を埋め~す.深図氏来跡.夕刻，鍋倉調査員ツンマシンのため帰Eふ

8月11日 (月) 鴫

瑚1.鍋ft1ll111: .IU~る.5民測を完7 して. 3時公民自1で解散.遺物等Iま生涯教育推進センターへ巡織.

従 1 1I1ltU49年度 F成沢遺跡発嬬調査時報J 大dlnlifJI:育委員会

3 調査結果

(1) 出土遺構

(イ) 1骨量繍 (第3図.第4図)

4 A大グリッドに検出された半地下式めまE織である. 中車曲線I~南西方向にむし全iω~ 1m.般

-6-
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大rl'l約l.2mである。祭休1;1.J也山を自由。込んで粘土を貼り，その上にスサ入鈷土を貼って構築し

ている.燃焼部li.地山にお盤をおいておらず.暗褐色の柔らかい土層の中に築かれている.その

ため.4Ox20X1():m絞め平たい石を綴合せて個，~とl.. 補強につとめている(写真 5- 2 )。 燃焼部

の床街は何度も繍修されたらしく，焼成宮sとのtmに段がついている.床而I;l:， 20・-28・的傾斜をも

うていて，草壁尻部付近では認に傾斜が強まる.灰阪、li，沢への斜面を利用して作り出しているが.

杉村Lがせま勺ていて線分的にしか絢査をできなかった。

遺物li，へラ切りの須J.E総事手(1沼7-1-3 写真10-1-5). mi主将饗(写真7-6-18)。糸

切りで内黒の士側銭高台付fiU(写真10-19.20)がIJ:I土している.

(ロ) 2号登揮官 (自民3図)

4A大グリ ッドに検出された半地下式の安芸躍で， 1号室ま言語の東側 2.8mのところに存在している.

杉林が東慨に隊接しているため.然体の西側半分しか宮崎益できなかうた.f，昔前I:U守22・の勾百Eをもち.

~尻郁付、近では念Iこ傾斜が強くなっている.総焼俄1:1: 1号主主総と同様に階梯色土腕にスサ入。鮎

土を目占って築いており .1開銀に1;1平たいおを使用していたと考え られるが，石の大部分1;1館、位訟に

なし灰飯や~体内部に落ちていた。窯休の中軸線li南西方向をむし会長紋掲 7m. 1Mま約 Llm

程と推定される.

遺物li. ヘラ切りの須J1Y.器杯{図 7-4-8 . 写Äll-6-8. 写真13ー18-20)，須~器Z提(写

真11-1-5).糸切qで内県の土師総筋合付加(写真11-9.間8-3).灰原からはm恵総向台付

綜(図9ー 1)が出土している.

(ハ) 3号議機 (第3鴎.第5図)

4A大グリッド. I号変終的商 3.8mのところに検出された半地下式的塁王様である.中執線は術

西にむ <.祭休町会長はが~.4m. 絞大巾約1. 2m である . 1号主霊祭と 閃様に，燃焼部iまW;J縄色町柔ら

かい土腐の中にあり，平たい石を組合わせて側量産を繍強している.三基のまま罪慢のうちでは殺も成蘭

の傾斜が強仁約35'となっている.灰艇は.ー郁分しか鏑主をできなかった。

遺物li.ヘラ切りの須EZ器事事(殴8-6-8.写真12-6 -11.写真13-26-28).ヘラ切りによ

って切り脱したあとに削りを加えて宝珠状のつまみを付けた須患者普の重量 (写真12-4.5.図8-

4. 5).ヘラ切りのあと高台を貼りつけた須恵絡め高台付杯(図8ー11.12，写真13-24.25)， 111 

1M.銀銭(写真13-13-19)が出土している@

(二} その 他

4 D犬グリ ッドの南西部に住居跡の東側の自主らしいものが検出されている.墜に接して焼士が悶

まっている部分があり.中からは口綾部の外反した長制の土自申告苦壊の破片が出土している.カマド

とも怠われるが，健道もはっき 0しておらず，又.緋作による後乱を強〈受けている.発J結予定地

域外だ勺たので.-$潟3!tの米，直ちに埋戻しを行ったため主主穴等の確認は+分でなかった.土自市

総を使用した住居跡になるのかどうか断定はできない.
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4 E大グリッドと 4D大グリ ッドめ附端部とにかけて:f，!i1:の河1;;¥石が検出されている.太きな:n

て切x3Qx2Oc:mlj'.小さ い石で符勺た犠tHである.調1'f.1$点の一郎には礎質的士I刊はあるが.そこ

に含まれているのはピンポン玉よリちょ 勺と小さめ何時しか入勺ていないのて.ニれらの石の画etl'i

It人為的なも円であると考える.しかし.!書作による燈乱が四位し〈て大部分の石I:W.伎援になし

又，相当E置の.tiが鍬きとられて鵬{奇に術みあげられているのでJê来グ〉紀:fiグ)~止!I..~IよIミ〈わからな

い. 間聞を一糸のÃ'J線で刻んだ石や(r;:1~3 -2 ) . 石剣. 生~卸fおの出土から.Jýえて. 然捕E的な性格

をもった両t!1iであろう .ピットr:!i克〈てロームに殆んど述しておらず.しかも小さいものしか検出

できなかった 中から伺il紛のIl¥:lーはなし 記石遺情と向時代のιのであるかどうか認めがたい.

(2)出土遺物

(イ) 須.鰭 (段 I) 

(A) 杯

出土したf目必~の係U. ロ 7 ロからの切')，墜し技法の途いによヮて三Z置に大別できる.飴土にu

iU相"として砂を iJ~ぜているが. その訟はまらまちである. 総じて砂の分震IHいようであリ . .(I 

英や長石等の.uもAい。そのため.水悦き威形技法によ って f車に引き出しをおニなっているが.

係のはだに砂が111てザラザラしたも向が少なくない。 瓦. l¥，か刷毛状的工具で椴jW，でをおこな今て

いる.色調1:.件、バZいものもあ勺て. 十分に還元総で妓かtlていないものもあるl なお.ロ縁部

に口辺部と平行な色調の~なる部分かあ勺て{写真13-17). 1ftね幾きを行~.っていた事がわかる.

a簸 (t:<J8-8.14) 

ロクロからヘラ4止のム具で切り脱しているが，底部と体制iとの削に明感な境悌をrteめがたい杯が

本紙である.九bl気味の底部となっていて，床ft弱からのなら lリもゆるや市・にな Bている.図8

-81;!. 3号n測の縫目貴重事から出ユししていて. 渇色気味的色測をもった，胎 L ・鈍成共に良好~.啄

である.肉8-141:. 3号登戸慢の灰1眠から出上したuで.n古]:.娩&t共に良好てあるe ヘラ切りの . . 

あとに.ロクロlよ伏せてnlJ?言明鐙を加えているようにも礼えるがはっきりしな ..'11 r. Jの窯印がつ

いている.

本紙に属1る体1:.3号変革震からどIt III土していて.他のm著からは出土していなt、.

b煩 (f47-4.5.図8-13)

ヘラ切リによ 今て ロクロから切リ舷L.経郁と体総と内側tニ明S査な境界がiItめられるuか本績で

ある.床HI師からの立ち r.?は強い。院17-4.5は2号umから出土した』島民の料てヘ自然納が

かかっている.関 8-13は表耐持集したものである.白'<oô:総[1の色古田をもち.胎J二・焼成:t~にあま

q良〈ない.

本書固め係101. 1 1}ト登戸哲と 2号電E照から出土しておリ. 3 ~{l:?lからの出土はみられなかった.

c類 {嗣 7ー 1.6.図8-6. 7) 
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ヘラ切 1)によ今てロ7ロから切。縫されているが.当初予定した切 1)荷量L而よリドを切1).した

停が本:tIIでゐる.ロクロで体穏を引きだして.外形を調!:lLた後に切q商量す庇郁周辺にJ告で勺たリ

を行なう m2l.普通1;1.そ町当た qの都分を切り織すのであるが.本類の場合Il. "'tたリの部分よ

りFを切リ縦しているのである.本績の盆"1たワの部分1:1巾が狭いので.指ではなしへラ状の工具

を使用していると忽わ札る。当たりの郁分と切').L.i混との簡は九味を帯びている.悶7ー 11:. 

外以~11l<のU鍬をもち，自然粕がー怖にかか勺ている.多最の砂世立を含み. *車きは仏lぃ.凶7-6

Iム情底的杯で焼成も良好である.内た 1)の部分と切り厳し街li-部で一緒になっている.t，:lI8-

6. 7U.焼きのあま O良〈ない向今Il'い色調のuである. 

..j...Qの係11.1号登祭-3号登鰐のすべてから111上している.

(8) 高台付事事

荷台H係U..ヘラ切 1)によって休部をロクロから切り雌した後に.荷台を鮎q付けている.例。

綱径の有無によ今てこZ置に分簸する事ができる

・鱒 (図8-11.ロ)

体制iをヘラ-1;1)1)によってロクロから切り縦した後に，ロクロの上に伏せてヘラ4貫工具でillI伝仰jリ

調絡を行な勺てから荷台を貼り付けたものが本N(である.凶8ー11，121:1守3号焼成郎から111土し

ている.街地、』測も状の工具で横撫でを行な勺た後.体制lをロ 7ロからヘラ状工具で切り附L. ロク

ロ 1" 伏せて悶転させながら綱り調理在を加えて苅向を貼リ ftけている@綱リの部分i志賀Zぃ.外~I:i削外

側の貼リItけ節分は，布か刷毛状の工具で、t唱でを行ってお 1).その時にもロクロは綱伝させている.

b頬 (凶 8-)) 

体節をへラ切1)によってロクロから切9聞置した後に荷台を鮎1)('寸け.得。調繋I;lfT/>ないものが

牛煩である.凶8-1t.t， 2号登喜理的幾層史郎から出土している.体部をロ 7ロからヘラ切 1)で初り

町民した徐に高古を貼 1)付け.ロクロを肉転させながら外政樹外倒的貼り付け部分を街地・測も状のT.

Aで衝でている.

(C) 董 (隠18-4. 5，写真13ー15)

〉乙J杉Md.ttH土していないが.三和1体分1111:している.閃 8-51;1:.主主a状的ツマミが付けられて

いる.凶8-4は.体外到に一条町制い沈紛が付きれており.多量の砂教を合んて'いる.'l.rIt13-

151孟. f.車内面白辺部付近に反ワのある焼成良鮮の蓋である.重ね焼きの跡もみられる. .相!の蓋li.

Jtに.体内面と体外面に li布か捌モ状のT.nで繍~でを加えてお 1) .天井外商に1;1へラ状工共の勝

が口辺織と平行に破。τいる.ロヲロからへ予句。にょうて切り継した後tこ.ロクロに伏せて伺転

ヘラI'JIII)を行q たようにも見えるが.朗自置ではない.

(0) • 

11¥上した複は破片のみで.復Ji;できるi置物はない.形態としては.顕都の飽かいtF氏14ー 1のよ

うな~1Ht(と.写真14-2. 3， 4. 6 のように比較的顕の長い復費置とに分ける)I~ができる. ffiの短

9 -



かい瓢に1:.写真11-3.11のように口録制lがやや外反して同郷に綴りのないものと，写真問-6

のように鍬節がほぼ直立して府高Eが強〈張るものとがある.販の長い頬1;1..願書Eが直立して肩書Sが

張っているようである (写真14-3)，~里町大郎分It . 写J.UO- S のように巻上げ法によって製作し.

アテlUと叩き桜によって打尽して除土をしめている.写真10ー14や写真11-5めように.府部よリ

上方に償俗的 111'1を入れて叫I~ 闘を i商 L ているものもある. 写真13-13のように木葉線をも 今た底

IlIIL出土している.

{ロ) 土 師鶴

(A) 停 {写真14-14.15. 17. 19. 23--25) 

ロ緑沼市e外反する19のよう金杯と17のように11lf直線的に口辺綿に休部が後(+(.とがある.ロク

ロからの切り緩LU.15. 23--25のように糸切リである， ftC ')調悠はない.2411.二度に分けて切

っているようである。大部分の杯li.内外共にへラミ 'Ifキをtiい.内部に風色処哩を加えている(15.

17. 19. 23). 

(B) 高台付皿 {写真14.21. 22.図8-3.図7-3)

体育Zを口クロから糸切 リによって切 。鰻したf去に.高台をlIJi1)付けて，貼'){.tlt部分の外底禰の

外側を燥でている。 内~UJにはヘラミ 'IfキをIm .t.煤色処理を地している.糸切り肢は荒いo mJM.*詳

の胎土とIH唱なってj昆初材の震も少なし鋭イむ細かいものを使用している. 8-31立，高台を貼

ワ付けた後にヘラ技工具で強〈仰えたため. Jにい沈鎗となっている.

(C) 麹 (写真14-16，18. 20.写真13-21.写真11-10)

銀1;1.， n鰍制iが外!i.した l是B~J町議と思われるが. 主主形 If:.l:1山本しなかった. J6. 18はロクロをfiI!

mしながら.u縁部付近を慣E暑でしている.写真13-21は.糸智Jリによってロ ?oから切1)縦して

いるが.内外共に犠位向櫛目 (1託目 ?)が残今ている.上郷に1;1.騎部が自量れた袋静があるので.

棒j都を巻上げて作るか.低郁と劇宮誌を別々に作勺た円かもしれないし」

{ハ) 縄文式土穆 (写真14-26-43.写真15)

出土した縄文式土器U. 包含場が担置乱されていて.層依的iニ l:tI!!聾するiJ>ができなかった. ~片

が細か〈は今き9しないが.様相材li砂純だけで.織綾を含むものはなか勺た.

写真14-26-29のように円縁部文も世帯が沈鰍を主体と しているもの.写真14-30-34のように，!(

目的半破竹管を利mして抱文したもの，写真14-35-41町ように釧ぃ半鍛竹符やIJJ方向への沈線に

よって縞文された むの.写真14-42.43のように総文具にJ盟系を網目裁に巻きつけて健文したむの

1j:#15-1. 2めように 24区1i組内総糸を使用したもの.写真15-3のようにゆるやかな滋状口織

と刺突をもった細い憤依め貼付粘土級をもっbの.写真15-4. 5めように口敏郷に渦巻状の文"

があって腕部には沈織があるもの.写真15 6--11めようにIi縁部に太い無文の陰慨をもつもの.

写真15ー12.13のように縫合口縁をむつもの.写真21-24のように平線で斜行‘文だけをもつもの

が出土している.
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{ニ} 石 鍵 (第9図.写真16) (絵3) 

鴎 9-lC孟.中段砂岩製の石鏡である.河原.fiを利用して図カ所に打宗を加えて打欠いている.

制緩は両面に入っている.

鴎9-4.511.硬質頁岩製め鰻形.(i匙である.&.制lには綿かな罰則骨量が全耐に入っている. 4 r/) 

4院1隅は先掲偲とつまみの部分に抑圧~IJ離が入り，娘。 iま第ー次和i鰍商である. 5r/)!!lfflUI;I..つまみ

の分にだけ抑fF.剥緩を加えている.

側9-6-91ま硬質頁岩裂の石織である.

凶9-10と1111硬貨頁岩製の石器である.r < Jの字形に抑圧斜骨量が入今τいて.一例に1;1.自然蘭

を銭している.銅器としてのlIli量をも勺たものであろう.

関9-121i硬質頁箸製の打鍵石斧である.先繕舗に細かい剣11が集中している.

側9-1311.表面主主集である.硬質頁岩製で.石歯車か石槍のような期途をもつものでみろう.

関9-14-16.写真16-16.18. 19. 21. 23はくぼみ石である.filI9 -161i安L1J告で)，るが娘q

11凝灰質泥告である. <はみ11.両面につけられている.

(ホ) 石 製品 (~ 9-2 . 3) 

関 9-2 1i紘板岩製の石剣である.先r.:~li欠けているが. その邸分を持m:I制的iからl持いて純使

m している.

図9-31i凝灰岩製の独鉱石である.:r.質li非常に もろ<.風化が撤しい.I尾市にも一llII高ま っ

ている節分が残っている.

ttl 鶴{立の名称については.r富山県湾施文化財調査報告窪田 じようべのまiI鯵J1974の第3

最遺物の書E位及び名紘によった.

絵2 阿部義平 rロタロ妓術的復元J Jt古学研究第18巻第2号 1971 

U3 宥質については.I県立大曲寓等学校.~憐直文教諭に御教示をうけた.

4 考 察

検出された縄文式土器I乱縄文前期か ら縄文中J切にかけてのものである.M1七に織純がはいって

いないf事手の破片で.盟事消縄文の鳩文が無い草停を J!JUf. 縄文l満期末繁から縄文中期初凪H~ "1'心を

おいた時期に.本遺跡のある台地が利JlIされていたとJ号えられるのである.台地の両側の沢にあっ

ては.縄文後期の時代に集落が営まれていとと ~えられるのであるが{註 1 ).その前段時としての

営みが本遺跨であったと患われる.台地から徴高雄へ.土地の利賂也時が車Eつにつれて変化してい

。たようである.直綾.iI宅Sと的関連を裏付ける 資将li検出されなかうた1)'.!lift全体としては.

縄文前期からほぼ連続して生掃の場として4出IJ/tJ~ tlたと息われる.

Ikl宥の遺傭li.遺物包含婦に存夜しているので.縄文前期から縄文中期の時代の中で締築きれた

むのと考えられる.県内におけるζ うした配布JI備については，雄勝君臨稲川町宝官iUiJl跡<r.e2). 
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仙北部西木村袖型til'll¥f(l!t3 )，績予市中杉沢遺跡(設4)，鹿角市'SE森山遺跡(詮5)で報告されて

いる.これらの遺情li，縄文中期に形成されたと考えられているものであり，本遺跡もまたはほ同じ

ような時期に形成されたものであろう。ピットを伴わず.しか もおの組み方が~I合に組雑であって

本遺跡に近いのは，1K電台遺跡二号制l石である.縄文中期におけるニうした配石itt摘が.縄文後期

的環状伊j石へとつながってい〈のであろう.

本遺跡tll土の三義的主r.~は，共に半地下式であり，悲本的には無階無段の構築手法をとったと思

われる.又.共に燃焼総側壁4ζ.ifi.たい布を使用しているが.遺跡付近のJ也山が念、糾而をもっていた

ため.他的遺跡のように弘度がおくなる燃焼怖をがっしりした地山に織り込む・司王ができなかったた

めであろう。向じ地域に存寂する九十九沢黛跡(絵6).ヘラ切りの杯を出土している繍司f.;t;郷土館

遺跡(主主7l，秋岡市手形1.lJ然跡(紘8)，筒秋間宮s幸苦笑町海老沢祭跡 (設9)の各霊祭でli，燃焼部

僻11Mに石を使用した構築手法をと っておらず，すべてスサ入り粘土を貼り付けただけの側壁になっ

ている.従って.成沢遺跡のような登喜括的精築法Iま.地方色をも った構築法とか年代遂による様車書

法といフ司王はできず.原料と燃料を緩保できる条件が霊長っている地点では地形にあわせて笠黛を附

築したものと考えられる。本遺跡のように平たい石を燃焼部に使用している総築法をと った県内で

の例li，横手市物見書宮跡 (WO)で見られる.物見書提跡は.床簡に勾画己のつかない平若者の織式をと

勺てお 1)，遺物は糸切りの~f{葱音寺杯を中心に出土している.本I置跡のまE然と 11形態，時代共に典な

っているが.柔らかい土層に床面をもっているため燃焼郁を補強したのであろう。燃焼都側段に石

を使用して術強している登黛は，本遺跡が県内での赦初の検出例である.

本遺跡から出土した須恵絡の杯lま.三頬に分類する事ができ，すべてへラ切りによってロクロか

ら切っ継されている。三迭の登雪量的山主訴を昆てみると， 1 号登燕と 2 号登終にあっては b~と c

獄とがマ 3 号登~にあっては a 究員と c類とが併出している。a獄と c奴との失伴関係はみられない.

X，切り厳しの技術から:TJえてみれば， a実質と b紙 b類と c類1:1問時に裂体されたものとは忠わ

れず，年代の迷いによって三種績の杯が製作されたと考えられる.その年代順は a類→c知→b

鎖か，もし (lib妖→c鎖→a類である.切り離し技法的省略化という鋭点からは， a鎖→c鎖ー

b貴固め編年が成立する。多賀城周辺では.1.民感締綜の制年が草R鋭的に試みら札ており(主主ul，本遺

跡的a鎖は多賀城の6-a額， b類は同6-b類に相当する (匙12)，多賀峻では6-a類-6-b

鎖の編年がなされておワ (匙13)，本通量跡においても aま置がb要員に先行するのであろう.従って，主主

撲における共伴関係.切リ商量し技法の簡紫化，多賀城の編~から，本遺跡の須恵絡事事は a 頬-c

Jti→b署員の順に製作されたと考える.

須It:器のlJj台付杯1:1.ニ紙類検出されていて，すべてヘラ切りによってロクロから切。総されてい

る. 須.w.昔~~ì8iにあっては，削り潟豊富技法が消滅してい〈方向にあるので(設14)，本遺跡にあって

もaJIi-b簸の変遷が考えらItるのである.

成沢遺跡m土のミ三基の主聖書111:1，出土する遺物から考えると.三l.Ii同時にJ兼業を開始したものでは
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な<. 3ザ竜王窯→ l号登禽 .2号登需の月闘に術祭されたものと考えられる. 3号登l!!Il!.須恕Z:;U

a頬め時期に操業を開始して.荷台付杯.iT.t. ;lXllを製作している.1111舷へラ切 りによ って小Y砲の

須忠君事が製作されたが.一都にli.'" H暗殴校法が採用されていたのである. そして.須~Z:;係c

頬の時期にその操業を停止したようである. 1 ~}ll罪事と 2 サft91li. 須恵器# c 鎖的時期に健lTlを

閥飴して.1iA怒器彬b傾向時期にその自I!ITlを終rしたものであろう. 1ザ登擦と 2o¥}ll黙が使用さ

れていた時代にU.""1調E査役法はもはや鉱JIlきれな〈な '1. -1ftのl喝絃ヘラ切')によってロクロ

から小形の~lf~息著書が~I リ緩されてい勺たのである. 1号登耳目と 2号銀側にあってI!.内黒で糸切り

痕のある』二師器の高台H皿が発凡されているので.最終O~Jな段階では. I吋転糸-l;IJ')による切り験し

技法が脅・及し始めていたのであろ う.

成rR巡日時の東北京f.J8.8kmとこうにある払m側勝では.婦一昨2年(84911¥)正月の崎町嘗がある第4

号木簡とともに図転糸切りによってロタ ロから切り縫した1民感器綜が伴:JJしている{段15)，従って.

9世紀の中頃には成沢i1tlfの周辺で朗転糸切qによる切リ厳し技法が係周 きtt.ていたと考える'fiが

できょう .こうした刈闘の状況から.成沢溜跡的笠燃は. 911t紀中町{以前に操業さ/Lたと忽われる.

成沢遺跨の霊祭では三鍋の杯が出土しているので， 8世紀の求頃から 9"1世紀の中頃までにI ] lJ・登

然- 3ザ~~の年代を推定する療ができょう.

成沢iI勝の登撲で製作された製品の燦出先としては.ょq近い遺跡として払悶側勝が;IJえ られる.

収量産療に保管さtt.ているヘラ切 'HI'l~2量杯を計測してみると.底f圭+n径の箆 (A !I() It.. 0..44-

0. 63. τ~t61でO. 55であり. 2 x向き+{口径-m呈)のf直 (B他)は.0.86-L 37. "1'均で 1.165で

ある.成沢遺跡の稜~:II土須1:::軍事4のA値I:tO. 52-0.57. 平均で0.53.B flllH 03-1. 24. '1同均で

1.13とな勺ている.げし<1ム停のj給土.焼成.i.昆拘材'lfを比較しなければならないが，払悶燭出

士杯の計測ldLの範開|勾にblt沢遺跡のそれがおさまるのであり .払悶柵に搬出さ11.た可能性は.1;い.

ただ. 本遺E事のifj万約宮両氏ゐるlIti縛峻出土のヘラ切q の須~2i綜{，. A値I孟0.47-0. 56.平約で

0，534. B (1直1.10.94-1.32.平幼で1.154{主主16)となっているので，払回帰f!fすというのは決定的で

はない. 本遺跡鶏跡製作の須恵、骨量~が雄勝城及び払回慨跡の計測値の-ffi，しか占めていないこ と 1:.

今までに4噴出されていな‘¥ヘラ切9の停をt也ょする新たな澄黛の存斑がチ忽される

卒遺跡めなaが営まttていたとて?えられる 8l!J:紀末から 9世紀中頃は.陸奥.tl¥羽同l扇町開拓が

進むが '}jでは虫f1!却の頑強な反抗に出合う時期でもある. こうしたilUしの中で.成沢では/1'絡

の生産が不断に行nttていたのである. 本遺跡からE睦喬町あるヘラ切')の霜l~f茸杯がt草集きれてい

るところ をみれば.生理Eに従併Lt~.::r:入銀関も~ちんとしたものであろう . 二のような生療活動が

当地方的開拓を支えているのでお'l.やがて.tl観ロ年{例年}には山本郎の却t仰 が定額王手とな

る隠に開発が進むのである.と同時に，本遺勝の生産を支怨したと考えら/1.る弘凶甥の建設時期に

ついても.)広沢遺跡:u .(-:の三越の-lU揺が間接t~Jに示唆する とニ ろは大きい.

最後に.調査期間中.ご崎力いた止fいた山口鉄雄氏. 山口孫一郎氏.山口喜代~氏.能味総太郎
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氏.加実効七氏. lilitl-切を引き うけていただいた大川西側公民館長伊藤謙治郎氏.公民館主宰小

山由政氏に末主甚ながら感謝の窓を表して~をとじたい.

主主1 8(，l~埋149年度 r，;;沢遺跨発掘調先略報』 大幽市教ftf}M会

必2 武議室生峻 r3<竜命j 1955 

it3 武縛鉄総 「袖'ffJ 1952 

性4 r中杉沢i書跡発織調査慨報J Iit f ifi教育委貝会 ゆ73

"-5 r ，¥1¥ l'i 111 lJt縄文期祭穴群J I・仰凶町~育委貝会 附 71

H6 武鎌鉄h世 r 秋開県仙北~九-1 九沢徳跡J B卒:If...学年報2 19-19 

11:7 昭如切年7}jに務先

ilt8 昭和49-4'-r~ r手形山祭跡J 秋閉4・宙学協会 1975 

lt9 r海老沢~I事緊急発郷綱1i:械針。昨J 秋IEIY県教fnHI会 1950 

Z主10 昭flI49年811に鴻盆

筏II 興問戊弘."島原滋郎 r多賀峻周辺に必ける古代体形 t総の変遷」 僻究紀要 1 E!竣県

多賀織F事it'Hf研究所 1974 

位12-設14 :lt:8に|司ヒ

設15 r弘四柵跡 第7次発揃".JV昆地税制会資料秋間以払凶榔調査tt$務所 1975 

2主16 f足IEIjJ郎君臨7次予Ut調査略報d 羽後町教育委員会 1974から作成
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写真2

1. 4E大グリッド中心の配石
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写真7

1. 2 号 1王様
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写真8

1. 3 号霊祭
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写真9
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